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中国江蘇省蘇州市の星海(シンハイ)遊泳館 
 
2016 年 7 月中旬、土日を挟んだ 1 週間の中国出張に行ってきた。土日にホテルで自由に過ごしてよいので、
2016/7/9に市営の(？)プールに行ってきた。なお、今回宿泊したホテルに室内プールは設置されていなかった。 
 

1. プール情報 
ホテルのフロントで「市内で水泳プールはありますか？」と英語で質問したところ、星海(シンハイ)遊泳館の
名前を教わった。ホテルのフロントで市内の地図を入手し、場所を教わった。 

Yahooで検索してみた。 
 
名称；星海(シンハイ)遊泳館 
ホームページ：http://www.sip-swimming.com.cn/main.htm 

 

 

 

面積 6350m平米。館内には 50m x 25mの標準
のプールと 2つの子供用のプールがある。 
所在地：蘇州工業園区星海街 528号 
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2. プールに向かう 
ホテルのフロントでもらった地図で私の宿泊するホテルからの距離を見ると、約 4kmほど。そのため、ホテル
の貸し自転車を借りることにした。なお、1時間 20中国元(300円)。 

 
 
自転車をこぐこと 25分。到着した。意外と時間がかかる。 

 

この日は蒸し暑かったので、大汗をかいてしまった。 
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3. 入館準備 
1) 入場券購入 

 
建物の入り口の右(赤い四角の部分)に鉄格子の窓口がある。そこが入場券売り場。どうやら、売り場の写真を
撮るのを忘れてしまった模様。 

 

 

入場券は大人一人 35元(約 500円)。年間会員等の年間券が販売されている模様。 
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その窓口にて中国語で(現在、私は中国語を勉強中。まだまだ初心者)、「私は日本人です(我是日本人)。中国
語は話せません(私不会说汉語)。しかし、今日泳ぎたいです(可是我今天想遊泳)。」と伝えた。35元を支払い、
入場券を購入。 

 

 

2) 会員登録 

 
受付に行くと、受付のお姉さんが私の左方向を指差し、何か言っている。まだ中国語を十分に聞き取れない

私だが、指示された方向へ進む。 
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ここをまっすぐ進む。 

 

 
このガラスの部屋に入る。  
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なお、係員が 3名座っていたので、「私は日本人です(我是日本人)。中国語は話せません(私不会说汉語)。何
をすべきですか？(我应该做什么？)」と質問した。係員の女性の一人は英語を話すことができ、「ここに座っ
て下さい。写真を撮ります」と言われた。下の白い椅子に座り、顔の写真を撮影した。 

 

 

 
上記の写真入りの会員証をもらった。10中国元(150円)を支払った。 
女性の英語での説明では、この会員証は 1年間有効だとか。「有効期一年」と書かれているが、使用開始日が
書かれていない。つまり、「2016年 12月末までは有効」ということみたい。 
なお、裏側には、「健康に問題なし」にチェックマークがなされていた。 
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4. 入館 

 

ここが入館の受付。入場券と会員証を見せ、ここでロッカーの鍵をもらう。 

 

 
ロッカーの鍵を入手した。 
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ここは男性用のロッカーの入り口。｢入口｣から入る。 

 
 

 
正面にヘアドライヤーが置いてある。自由に使用してもよい。 
矢印の方向へ進む。 
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ロッカーの場所はすぐに見つかる。 

 

5. 泳ぐ 

 
シャワーを浴びてプールに進むと、大きなプールが目の前に。しかし、コースロープで仕切られているわけ

ではなく、浮き輪でプカプカ浮く人用のプール。しかし、奥のほうに別のプールがある(赤い枠で囲った部分
です)。 
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25m プールがある。4 コース。しかし、初級者、中級者、上級者等にコースわけされているわけではない。 
水温は特に冷たくもぬるくもない。水温は 28～30度程度。 
この時間帯には、小学生の水泳初心者が多くいた。また、水泳の先生らしき人が水泳を教えていた。 

1コースに小学生が 6～7人が泳いでいる。そのため、誰も泳いでいないタイミングを見計らって、25mず
つ細切れに泳いだ。夜間帯であれば、空いているかも。 

 
日本のプールのような透明な水質を期待してはいけない。少し濁っているが、これが中国の標準。これが中

国の水準なので、文句を言ってはいけない。私には特に問題ないレベルである。 
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6. その他 

 
プールの入り口には水泳用品が売られている。ゴーグルや水着など。 

 

7. 注意点 
ロッカールームとプールサイドは滑りやすい。サンダルを持参するのがよい。実際、ほとんどの入館者が各

自でサンダルを持参していた。 

 


